5/10MLS勉強会資料
■薬品の名称と効能
①オピスタン：合成麻酔性鎮痛薬。モルヒネの1/8の鎮痛効果を持ち、作用持続時間は短く、依存形成能は弱い。
②ブスコパン：抗コリン薬。副交感神経を遮断し、唾液や気道の分泌を抑制して手術や検査を施行しやすくする。
③セスデン：ブスコパンと同様。
④リンデロン：副腎皮質ステロイド。抗炎症作用や免疫抑制作用を持ち、様々な疾患に用いられる。
⑤テオカルジンM：キサンチン誘導体。気管支を拡張する作用があり、喘息治療に用いられる。
⑥ヌトラーゼ：ＶｉｔB1製剤。消耗性疾患、甲状腺機能亢進症、妊産婦、激しい肉体労働時などでのVitB1需要を補う。
⑦ロルファン：麻薬抗拮抗薬。麻薬性鎮痛薬の効果（副作用）を解除する。
⑧ノルアドレナリン：カテコラミン。体内で合成され、様々な生理作用を持つ。ショック時に血圧上昇剤として用いられる。
⑨ベノキシールビスカス：局所麻酔薬。口腔・咽喉・食道の表面麻酔剤として用いられる。
⑩ガスター：H2ブロッカー。胃酸分泌を抑制し、胃潰瘍治療に用いられる。
⑪ソルコセリン：粘膜の抵抗性を高める胃・十二指腸潰瘍の症状改善剤。
⑫ガスコンドロップ：胃内視鏡検査において胃内の有泡性粘液を除去する。錠剤では消化管ガスを駆除する。
⑬ラクテック：乳酸リンゲル液。循環血液及び組織間液の減少時に細胞外液の補正をし、血圧の上昇などに用いる。
⑭カコージン：塩酸ドパミン。強心薬として心収縮力を増強させ、急性循環不全を改善する。
⑮ボスミン：アドレナリン。生体内で合成され、様々な生理活性を持ち、心停止の補助治療に用いる副腎髄質ホルモン。
⑯ドブトレックス：塩酸ドブタミン。β１作用薬として循環不全における心収縮力増強を行う。
■アナフィラキシーショックの機序

アレルギーの原因となる物質のことを“アレルゲン（抗原）”と呼び、そのアレルゲンが体の中に入ってくると、体の中ではそのアレルゲンに対するIgE抗体が作ら、肥満細胞や好塩基球の表面に付着する。
　その後、同じアレルゲンが再び体の中に入ってくると、そのアレルゲンが肥満細胞や好塩基球上のIgE抗体とくっついて、抗原抗体反応が起こる。これにより、肥満細胞や好塩基球が刺激を受けて細胞の中の活動が活発になり、ヒスタミン等の化学伝達物質(ヒスタミンなど)が放出され（脱顆粒）、体の中の様々な臓器に働くことで、症状が引き起こされる。
⇒【症状】じんましん、呼吸困難、腹痛、嘔吐、下痢、および血圧低下を伴うショック等
　　　アナフィラキシーショックにおいて致死的なのは、気道が浮腫により閉塞することで呼吸困難に陥ることである。また血圧の低下を伴えば循環不全に陥り、死亡することもある。早急な処置が必要である。（⇒参照１）
　　⇒【治療】アドレナリン、グルカゴン、ステロイド剤、抗ヒスタミン剤、輸液など　（※発作時：アドレナリン，気道確保，輸液）
■内視鏡検査
口もしくは鼻腔から挿入して、咽頭・喉頭・食道・胃・十二指腸を観察する。日本では主に先端にCCDをつけた電子スコープが用いられる。観察時に特殊な色素や化合物を粘膜に散布することにより、病変の視認性を良好にすることが可能で、ヒダの集中・途絶・太まり・細まり、粘膜の台状挙上などは悪性病変を示唆することが多い。
また観察のみにとどまらず、標本の採取（生検：組織学的診断のために重要である。またヘリコバクター・ピロリの培養にも用いられる）や治療・手術にも用いられる。例えばポリープなどの粘膜病変に対し、内視鏡を用いて切除する処置（ポリペクトミー）が行われ、上部消化管潰瘍に対するクリップ・焼灼・エタノール注入・トロンビン散布・硬化療法や、内視鏡を用いた胆道・膵臓の検査・治療も行われる（ERCP・ERBD・ESTなど）。（⇒参照２）
■検査前投薬とは？
　　検査がスムーズに行えるように、検査の前に様々な薬剤を投与すること。目的としては

　　　①鎮静・鎮痛：手術や検査における不安やストレスを除くため、手術前夜などに投与する。

　　　②気道・唾液分泌の抑制：分泌液が貯留し、気道が閉塞することを防ぐ。

　　　③副交感神経反射の抑制：血圧の低下や、不整脈の発生を予防する。

　　　④胃液の分泌と酸度の低下：胃液の誤嚥により肺が傷害されるのを予防する。

　が挙げられる。

■医療者向け質問

Ｑ１．原告らは、第3回の内視鏡検査時に、生検組織採取と病理組織診断を実施するべきだったと主張しているが、これを行うと具体的にどうようなことがわかるのか？
また、本件で問題となっている薬剤アナフラキシーショックとどう関係があるのか？
Ｑ２．医師から見て医師側の主張に無理があると思えるところはあるか？
＜参照１：エピネフリン自己注射キット＞
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＜参照２：内視鏡の構造＞
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